
 

 

 

 

           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                 

 

  

 

６ 
540 

月号 2021-2022 

西条 

ライオンズクラブ国際協会 336-Ａ地区 

２Ｒ４Ｚ 西条ライオンズクラブ 広報誌 

Ｎｏ． 

第 61代会長スローガン  「 伝承 そして新たなる時代へ 」 

キーワード    「 挑戦 」 

■ ４ゾーン合同アクティビティー 遍路道清掃奉仕 ■ 

                開会式 2022.5.8実施 



 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

        

 

      

 

       

 

 

 

 

 

 
                                                            
 

 

 

 

                    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

202１-202２ ライオンズクラブ国際協会会長          ダグラス X・アレキサンダー 

テ ー マ     「 We Serve （我々は奉仕する） 」  

メッセージ    「 心からの奉仕を 」 Service  from  the  Heart 

2021-2022 ライオンズクラブ国際協会 336－Ａ地区ガバナー         蔵本守雄 

スローガン 「 命燃やして恋せよライオンズに 」 

キーワード 「 Overcome 」 

2021-2022  ライオンズクラブ第 61代会長                         曽我部克正 

スローガン 「 伝承 そして 新たな時代へ 」 

キーワード  「 挑戦 」 

     

 

４Ｚ合同アクティビティー「遍路道清掃」及び横峰寺参道遍路道清掃活動実施報告 

実施日時：2022年 5月 8日（日）7:00～15：00     伊藤 稔 

             

 

00伊藤 稔 
遍路道清掃当日、早朝５時起床、自宅を出発。私の清掃担当場所は、西条インターから飯岡郵便局あたりでし

たので、下見をしていた飯岡郵便局側に車を停め西条インターへ向かってゴミ拾いをしました。この後続い

て行われる、伊予小松ライオンズクラブさん主催の「横峰寺参道清掃奉仕」へ参加するため、一緒に登ること

にしている小野さんと連絡を取りレストランで合流、集合場所の伊予小松ライオンズクラブ事務局へ。西条ラ

イオンズクラブから参加の５名と地域のボランティア、ご家族も交えて１７名程で隊列を作り、一路横峰寺へ

出発。自分のペースを守りながら２時間弱で到着しました。「やれやれ」と安心したのも束の間、その先の星ケ

森へさらに登り、石鎚山が鳥居の中から見ることができる絶好の映えポイントで記念撮影をし、ようやく昼

食となりました。お弁当は伊藤寿司さんでとても美味しくいただきました。下山までしばし休憩を、と思って

いたのですが「ヤマガラ（野鳥）」に餌をやると手に乗ってくるというので期待して駐車場までいく事に。しか

し待てど暮らせど「ヤマガラ」は来てくれず、そうこうしている間に香園寺めがけて下山スタート。約７キロの

参道で足は棒になりましたが、下山はなんとかついていく事ができ３時間かけて大谷池に到着。迎えの車に

乗せられ地上へと帰還いたしました。伊予小松駅前のマルブンソフトクリームの美味しかったこと。達成感と

メンバーとの一体感に満たされた後にくる過度の疲労・・・。 

大変でしたが、また来年も参加します！と誓いました。伊予小松ライオンズクラブの皆様、大変御世話になり

ありがとうございました。 

 



 

     

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【来賓】 

東予ライオンズクラブ会長   岡田修司 様 

伊予小松ライオンズクラブ会長 藤井武彦 様 

西条石鎚ライオンズクラブ会長 一色輝雄 様 

クラブ結成６０周年記念例会（５月第２例会）開催 
日時：2022年 5月 24日（火）12：30～13：30 

会場：西条商工会館４F大ホール 

２０２０年１月１６日、第１回実行委員会が故 安藤憲正実行委員長の 

司会進行により開催されてから約２年と４ヶ月過ぎ、先日結成６０周 

年記念例会として第６１代曽我部執行部の企画により開催されまし 

た。長期間、クラブの周年の成功を願い、ご苦労されたメンバーの皆 

様に対し、大会委員長として深く感謝致します。本来の大会式典、祝 

宴は残念ながら開催できなかった訳ですが、記念事業における「私の 

夢」作文コンテスト、災害時における資機材の寄贈、交通安全塔のリ 

ニューアルは、地区ガバナーからも高く評価され有意義な事業であっ 

たと思います。また記念誌委員会の周年記念誌の作成、総務委員会、式典委員会、祝宴委員会の企画、立

案、ゴルフ部会での記念ゴルフ大会の開催、そして実行委員会の約２０回の開催、大変お疲れ様でした。 

 さて、クラブの周年とは、今までのクラブの歴史を顧みて現在のクラブの状況を認識して未来のクラブの

在り方を考える。そして会員の団結を図る大変重要な事業です。６０周年大会スローガンを『未来への提言』

とさせて頂きましたが、ぜひこの機会に我ら西条ライオンズクラブの未来を真剣に考えて頂きたいと願って

います。                                                         結成６０周年記念大会委員長 明比紳一郎 

姉妹提携 ハワイ・アラモアナ LCよりお祝いメッセージが 

ビデオ動画で披露されました。 

2001年 10月 19日に、西条ライオンズクラブと

私どもアラモアナライオンズクラブが姉妹クラブ提

携を交わしてから約 20 年が経ちます。地域社会

貢献に弛まぬ努力をされてこられた西条ライオン

ズクラブと姉妹クラブ関係にあることを私たちは

非常に誇りに思っております。今後ともこの素晴ら

しい関係を続けていきたいと思います。コロナ禍の

中、式典にお伺いすることができませんが、できる

だけ早く皆様とお会いできる機会を設けたいと考

えております。 

西条ライオンズクラブの皆様が、今後とも末永く地

域社会貢献活動を続けていかれることを祈念して

おります。 

アラモアナライオンズクラブより 

温かいアロハの心を込めて 

 

会長 ロナルド・ウシジマ 

４Z各クラブ会長様にはご出席賜りありがとうございました 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                

 

 

 

 

                                                                                              

            

 

 

 

 

                                                                                       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会員短信 

委員長 永易修治 

青少年指導委員会の今年度の活動としましては、「第 34回 国際平和ポスタ 

ーコンテスト」の神拝、玉津、橘の各小学校への参加募集のお願い、応募、展 

示、表彰式でした。神拝小学校より 23名、玉津小学校より 6名、橘小学校 

より 4名の計 33名の応募がありました。10月 26日（火）～11月 9日 

（火）の期間、西条市西条図書館 1Ｆロビーにて展示させていただき、多くの 

方々に鑑賞いただきました。皆さまに投票いただいた結果、神拝小学校 6 

年生 真鍋 愛実菜さんが最優秀賞となり西条ライオンズクラブ代表作品と 

して選出されました。 

また、前年度で惜しまれつつ幕を閉じました「西条ライオンズ旗争奪 西条 

クラブ招待野球大会」が、今年度「第 1 回西条ライオンズ旗争奪 神拝野球ク

ラブ招待野球大会」として新しく生まれ変わり、県内 16 チーム参加のもと 3月 19 日（土）、20 日（日）

の予定で開催すべく打合せを重ねてきましたが、直前の新型コロナウイルス感染症の急拡大により、残

念ながら中止を余儀なくされてしまいました。是非、次年度においては、また、仕切り直しをして野球と

ライオンズカレーを通じて、子供たちの元気で素晴らしい笑顔が戻ってくることを切に願い、今年度の青

少年指導員会 委員長としてのご挨拶に代えさせていただきます。 

この一年間、皆さまにご協力いただき、本当にありがとうございました。 

 

 

 

委員長 

退任挨拶 

委員長 原 育雄 

曽我部克正会長の下、一年間会員委員長を務め

させて頂きました。 

新会員 1 名以上の純増を目標に活動を進めてま

いりましたが、一昨年からのコロナ禍の影響により

思うような会員増強ができずに、新会員１名入会・

家族会員４名入会・退会者２名との結果となり大変

に申し訳なく思っています。 

来年はそろそろコロナも終息するのでは？と思わ

れますので、次期の会員委員会の皆様には大幅な

会員の増強を期待いたします。 

3 名の少数委員会でしたが、頼りない委員長を支

えていただきました伊藤孝司Ｌ・寺尾信司Ｌ本当にあ

りがとうございました。 

また執行部はじめ会員の皆様一年間お世話にな

りました。 
 

■ 会 員 動 静  （2021年 7月 1日～2022年 5月 30日） 

期首会員数     ６７名 

入会          5名 

退会          ２名（内１名逝去） 

         純増 ３名 

5／30時点   70名 

 

■ 会 員 種 別  内訳   正会員     ４２名（女性１名） 

                  終身会員     ２名 

                  優待会員      １名 

                  家族会員        ２５名（女性 23名） 

    

委員長 新田公洋 

今期一年間を振り返りますと、７月からコロナ、コロ

ナの一年だったと思います。 

例年恒例の「夏の家族会」も中止になり例会の開催

も FAX にて書面送信、短縮開催と変更になること

が多い１年でした。そんな中でもコロナ感染が一旦

落ち着いた隙間をくぐって「冬の家族例会」が開催

できたことが唯一のメイン活動となりました。 

メンバーとご家族だけでなく、YCE・国際関係委員

会からの提案で、西条市で生活する外国人を招待

し、皆と交流を深められたことでさらに素晴らしい

ものになったのではないかと思います。発想の転

換、がこれからのクラブ活動に必要なのだと感じま

した。１年間、皆様のご協力に感謝すると共に、来期

こそコロナが落ち着き、通常の生活に早く戻れるこ

とを心から祈っております。 

委員長 

退任挨拶 

委員長 

退任挨拶 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員長 瀬川寛清 

今年度も１年を通してコロナ禍の中での奉仕活動と

なり､私たちの委員会の活動として献血奉仕を２

回、早朝清掃、餅つき奉仕を行う事を委員会の皆様

と話し合いました。コロナ禍ということもありどこ

まで奉仕活動を行えるか不安なところもありました

が何とか１年を通じ活動することが出来ました。こ

の中でも星の里の餅つき奉仕は､前委員会からの

引き継ぎ事項として今年度は、餅つき奉仕をしてい

ただきたいとの申し送りもあり、無事に行うことが

でき施設の皆様にも喜んでいただく事ができ本当

によかったな思います。早朝清掃は、加茂川トリム

公園を中心に清掃し普段から地域の皆様が綺麗に

してくださっていることに改めて感謝しました。献

血奉仕は､年２回と言うこともあり４月の献血奉仕

が少し思うように献血に来て下さる方が増えなか

たのが残念なところもありますが皆様のご協力を

賜り２回の献血奉仕が行えました。今期の初めに掲

げた奉仕活動をすべて行うことが出来ました。これ

も委員会の皆様の協力、また執行部の皆様をはじ

めとする会員の皆様のご協力、ご指導があったから

だと思っております。１年間ありがとうございまし

た。 

 

 

委員長 

退任挨拶 

委員長 髙橋雅顕 

 

コロナ禍中の一年間、活動は制約され大きな活動

はできませんでしたが、皆様には、お世話になり

ました。 

印象に残っている活動のうちのひとつに、リジョ

ン主催の河原津海岸のゴミ拾いに国際交流をと

いうことで外国の方々にもお声がけをして参加し

ていただき、この事業のお礼を兼ねて、年末家族

例会にご招待し、ご参加いただいたということが

ありました。 

主にALTとして来日されてる方々でしたので、日

本語も不自由がなく、ライオンズファミリーのご家

族と、楽しい時間を持つことが出来ました。今か

らは、徐々に海外からの人の動きも活発になり、

国際交流にも力を入れることが出来るようになる

と思います。 

やっと、通常の生活に戻れそうな光が見えてきま

した。皆様、また、力を合わせて頑張っていきまし

ょう。ありがとうございました。 

 
 

委員長 高田潤一 

この１年も新型コロナウィルス感染が第５波、第６波と拡大し、数々のライオンズ活動が中止・延期と

なりました。そんな中、会報誌発行にあたっては、委員会メンバーによる執筆や元会員の寄稿などのご

協力を得て、何とか毎月発行でき、思った以上に多忙になりましたが、会員皆さんと接する機会が増え、

良い経験となりました。特に、「シリーズ伊予西條遺産」は、昨年度に引続き、郷土史研究家の萬條先生

のご指導の下、毎月勉強会を開催し、今年度は、西條藩主 初代松平頼純から第十代松平頼英まで、２０

０年(1670～1870)の西条藩の治世と歴史を掲載しました。お陰様で、第 68 回地区年次大会ガバナ

ーズアワードでは、「クラブ会報優秀賞」として金賞をもらい、大変嬉しく思います。１年間、原稿依頼に

ご協力いただきまして、心より感謝申し上げます。 

 

委員長 

退任挨拶 

委員長 

退任挨拶 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

                      

 

 

 

第九代伊予西條藩主  

松平頼学（よりさと）と西条誌  

日時：2022年 5月 29日（日） 

会場：市内某所 

出席：メンバー17名 ・ ご家族他 8名 

2021-2022 年度スポーツ同好会活動の締めくくり、総会が開催されました。晴天に恵まれ、各自

持ち寄った贅沢な食材の数々に胃は満たされ、和やかな雰囲気の中次年度活動について、積極的な

意見交換がなされました。スポーツ同好会の名に囚われず、多岐にわたる活動が第６８回地区年次大

会ガバナーズアワード「同好会優秀賞」部門金賞をいただけた所以なのかとも思います。 

コロナ感染症がこのように長く社会に影響を与え続けたことで、物事の考え方や人との距離感まで 

気を遣わねばならない世の中になったからこそ、スポーツ同好会活動の意義も見えてくるように思

います。なお、次年度同好会役員は全て留任となります。 

2022-2023 年度スポーツ同好会は引き続き髙橋雅顕部長の下、元気に楽しく、そしてメンバーの

想い出作りとなるような素敵な企画を考えています。皆様、お楽しみに・・・♪ 

 

第 9 代西條藩主・松平頼学（よりさと）侯は、江戸帰着後天保７年（1836）９月、儒官と

して藩侯に仕えていた日野暖太郎和煦（にこてる、1785-1858）に命じて郷土史の至宝と

いうべき 『西條誌二十巻』 を編纂を命じた。命を受けた和煦は、宗藩である紀州和歌山藩

風土記局に出向き、風土紀編集の状況をつぶさに視察研究した。 

滞在すること 3 カ月、西條誌編纂の準備を整えて帰郷、直ちに 

資料の収集に入った。 

(日野和煦は、小松藩儒近藤篤山・後昌平學古賀精理に師事す。) 

 

【ドネーション】 

越智 L 日本酒・奈良漬け・じゃがいも・

玉ねぎ  

伊藤 L     金一封 

花山 L     生ビール 10ℓ 

宮﨑 L     ビール１ケース 

寺尾 L     ビール１ケース 

明比 L     アメゴ・アユ 

伊藤 L     調味料・調理全般・準備 

越智 L     ワイン 

えっちゃん  シュークリーム 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                

      

そして、西條に帰り西條藩領内 70 ヵ村（旧東予市３カ村、旧西条市３６カ村、新居浜市１６カ村、

旧土居町９カ村、旧三島市４カ村、旧川之江市２カ村）庄屋に 『風土記御用につき取調』 を差出さ

せた「惣改帳」「差出帳」などの基礎資料に領内の実地調査を加えることで、７年の歳月をかけて助

編者として竹内材介敏雄、岡栄三郎秀俊、黒川定右衛門則精、実弟日野良之助胖、絵師として青野国

平の協力のもと、天保 13 年５月西條誌 1 部全 20 巻で、合計 

約 1,080 丁余、頁にすれば約 2,170 頁余という膨大な分量の地誌 

を完成させた。 

日野は編纂の基本姿勢として、領土を一度も見たことのない江戸の 

役人たちに藩領の細部まで分かるようにとの方針のもと、かつ史実 

や事実に忠実に記述する姿勢と相俟って、実に詳細な地誌ができあがった。 

日野らは筆写により 5 部を作成し、そのうち 3 部を江戸藩邸に届け、2 部を 

西條藩に残した。西條藩に残されたものの 1 部が 1955 年に日野家より愛媛 

大学に寄贈された。西條誌には、村名の由来、田畑高、家数、人数をはじめ 

各村の実態が詳細に記述され、130 枚にのぼる精密な写生画が挿入されてい 

る。この地域の郷土史研究の基礎的史料である。 
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※参考文献：「西条市誌（西条市）」「西條人物列伝（西條郷土史研究会）」「西條誌」 

「えひめの記憶（愛媛県生涯学習センター）」「池畔の柳影（愛媛新聞社）」他 

 

 

江戸末期（1850年頃）の 

西条藩（西条市）人口比較 

（人） 

【伊予西條遺産】 第九代伊予西條藩主  

松平頼学（よりさと）と西条誌 



ほのぼのシリーズ 

 

         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                  

発行者  会 長   曽我部克正  
幹 事   植木光夫 

[ＭＣ・地区誌編集委員会] 

委員長／副委員長   髙田潤一／二瓶大介 

     編集委員   越智英明・村上公明・寺川治美 

            盛實正人・小野雅志 

西条ライオンズクラブ 
 

    〒793－0027 愛媛県西条市朔日市７７９－８ 

                         西条商工会館１F 
           TEL(0897)56－3980   

        FAX(0897)56－9251 

      Ｅ－mail     saijo-lc@abeam.ocn.ne.jp 

       ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ  http://saijo-lions.ｊｐ 

    facebook    http://facebook.com/saijo.lions/ 

 第２回目となる郷土史跡めぐりが、郷土研究家の萬條克己先生の案内で開催された。今回は、「旧西条市西部地

区・江戸期の河川改修や新田開発」でしたが、西条で生まれ育ったにもかかわらずあまりの郷土のことの無知さに

驚く日々です。現在、新型コロナ対策は、屋外でのマスク着用は距離があれば不要、入国者数上限を 2万人に緩

和、外国人の観光客受入等々、感染対策緩和へとコロナ前に段階的に戻ろうとしています。 

次年度では、クラブ事業も活発となり、郷土史でも更に知識習得が出来ると期待しています。 

広報委員会の郷土史勉強会も、広報委員会より独立し「LC同好会」として、広報誌を後方支援する形に変化しま

す。                                                   ＭＣ・広報委員会 盛實正人 

編集後記 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
ライオンズクラブでは国際交流事業の一環として、世界各 

国からのライオンズ短期留学生を受け入れたり、また派遣 

事業を行い青少年の視野を拡げる機会となる支援を行って 

います。 
 

 

西条ライオンズクラブ 

       会員募集中！ 

 

 

◎ライオンズクラブとは 

  世界最大の社会奉仕団体のことです。 
  世界で約 200以上の国または領域にあり 

49,000 を超えるクラブが存在し、140万人以上の会

員がいます。あなたも世界の一員になりませんか。 

◎西条ライオンズクラブは 

国内で334番目、愛媛県下では9番目のクラブとして

結成されました。「We Serve～我々は奉仕する～」を

合言葉におなじ志をもつ仲間同士が集まって奉仕活動

を行っています。人の為に、社会の為に、一人ではでき

ないことを、出会いを通して集まった会員が力を合わ

せて、それぞれの地域において社会奉仕に貢献してい

こうという団体です。 

 

            
 

No．40 越智美和 

■ 好きな車 

   ９１１カレラ 

■ 好きな音楽 

 ジャズ・レゲエ 

■ 好きな映画 

   ワイルドスピード・スターウォーズ 

■ 好きな（オススメ）お店 

   コストコ 

■ 今、はまっていること 

断捨離 
                     No．41 植木光夫 

 

■ 好きな食べもの 

   なす・トマト・豆腐 

■ 好きな本 

   筒井康隆の著書 

■ 好きな場所 

   家（特に自分の部屋） 

■ 最近、感動したこと 

   知り合いのマスターから誕生日でプレゼント 

を もらったこと 

■ 今、はまっていること 

   加藤正法くんにゴルフで勝つこと！ 

例会日   毎月 第１・第３火曜日（12：30～13：30） 

例会場   西条商工会館 

発 行   西条ライオンズクラブ事務局 

印 刷   プリントワールド ONO 

わたしのすきなもの 
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